
印刷・ハーフカット・カス取り・巻き取りまでコレ一台で完結

次世代の多機能型UVラベルプリンター

ラベリング工程を効率化

作業効率の向上

コストの削減



主な仕様

「版」を作る手間がなく、データから直接スピーディーに印刷が可能です。

前処理やラミネートが不要なため、材料コストを大きく軽減できます。

W（ホワイト）インク+V（バーニッシュ）搭載により、用途の幅を広げます。

印刷・カット・カス取り・巻き取りまでの工程がこの1台で完結するため、人件費の削減に繋がります。

省スペース・オールインワン設計

印刷速度（3×i1600-U1 [2C+W] プリントヘッド搭載時）

印刷方式

機種名 AJ-330E

メディア幅

インク

最大印刷幅

対応メディア

最大巻取り外径

最大ロール長

カッティング速度

接続インターフェイス ギガビット有線LAN（ネットワークポート）

5mm（※文字や図形によりカットの可否は異なります）最小カッティング文字サイズ

電源仕様

定格電力 プリンター：1100Ｗ、カッティングマシン：350Ｗ

環境 温度：20~27℃、湿度：40~70％RH（ただし結露がないこと）

外形寸法（W×D×H） 2,480mm×1,450mm×1,480mm

ピエゾインクジェット方式

UVインク(CMYK+W+V)

120~350mm

110~330mm

400~500mm

1,000mm

50~200mm/秒

200V±5％、16A、50Ｈｚ±１

コート紙、合成紙、高光沢紙、PP、PET、PEなど

多機能型UVラベルプリンター

にじみのないシャープなUVプリントにより、文字や線までくっきりと再現された、視認性の高いラベルを実現します。

特に、正確な読み取りが求められるバーコードやQRコードの印字において、その性能を最大限に発揮します。

専用の機能（プラグイン）を標準搭載しているため、1枚ごとに内容が異なるカスタムラベルも簡単に作成可能です。

シリアルナンバー（連番）や個別のバーコードなどの可変データを自動で読み込み、差し替えながら連続出力が行えま

す。これにより、1枚ずつデータを用意する手間を省き、ラベル作成業務をスピーディーかつ効率的に進めることができ

ます。

1枚ごとに内容を変えられる「バリアブル印刷」に対応

視認性が高い鮮明な仕上がり

UVプリントによる材料費削減

製版不要

多彩なカラー表現

コスト削減

印刷から巻き取りまでの工程を1台に集約。他の加工機が不要になり、省スペースを実現します。

プリンターの特徴

印刷・加工・巻き取りを1つに統合し、ラベル製作に特化したロールtoロール型のUVプリンターです。

多種多様なメディアへ、ラベルデザインやバーコード、QRコードなどを印刷できます。

商品のラベリングからトレーサビリティ（追跡管理）、個体識別まで、あらゆるビジネスシーンで幅広く活躍します。

印刷 ラミネート

スリット 巻き取りカス取り

ダイカット


